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概要： 

 

DiGi Fi No.28の DVD付録に関する上記サイトの「スペシャルハイレゾサンプラ

ーDVD-ROM はオリジナル・レコーディング音源」という記事の内容を以

下に引用します。  

「スペシャルハイレゾサンプラーDVD-ROM はオリジナル・レコーディン

グ音源！  

好評をいただいているハイレゾサンプラーDVD、本号はオリジナル・レコ

ーディング音源をお届けします。アコースティック・ギターデュオの Nicogi

（ニコギ）とヴォーカリストのとしみんが計 4 曲を披露。プロデューサー
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兼レコーディング・エンジニアは近年、山下達郎や竹内まりやなどの録音

を手掛けている中村辰也。環境の整ったレコーディング・スタジオにおい

て、192kHz/24 ビット、5.6MHz DSD、11.2MHz DSD の 3 フォーマット

で一発同時録音したハイレゾ音源の持ち味がどこまであなたのオーディオ

システムで享受できるのか、じっくりとお聴きください。聴きどころ満載

のこれらの音源が入手できるのは本誌だけです。」  

 

192kHz/24 ビット、5.6MHzDSD、11.2MHzDSD の 3 フォーマットで一発

同時録音した音源が DVD のセットで供給されています。192kHz/24 ビット

音源の録音は Pro Tools で、5.6MHzDSD 音源の録音は TASCAM DA-3000

で、11.2MHzDSD 音源の録音は Pyramix と Horus でそれぞれ実施された

ものです。同時録音ですので、途中に変換プロセスがなく、3 フォーマット

の特徴を正確に把握できるものとなっています。  

音源を fidataに収納し、fidata→Sonica DACの USB直結で聴いてみますと、

192kHz/24 ビット→5.6MHzDSD→11.2MHzDSD の順にリアルさが増し、

11.2MHzDSD になると、まるでその場に居合わせたかのような雰囲気の中

で聴くことができます。と言っても 192kHz/24 ビットが決して悪いわけで

はなく、かなりのリアリティをもっていますが、ボーカルの印象で言えば

192kHz/24 ビットがマイクを通した声、11.2MHzDSD が肉声と言った印象

です。  
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一方、Windows8.1のPCのTASCAM Hi-Res Editorで再生し、SWD-DA20にBulk Pet 

伝送（別途詳しい報告を予定）で送り出して聴いてみますと、192kHz/24 ビット→

5.6MHzDSD→11.2MHzDSD の順にリアルさが増すことは同様ですが、

fidata からの再生の静寂感や安定感には及びません。  
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